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聰奎量聰 }～

1回 (昭 2年卒)～

23回 (昭24年卒 )

卒業生2,835名

1回 (昭23年卒)～

75回 (令 5年卒 )

卒業生31,237名

双 鶴 同 窓 会 報

発 行〒624-0841

京都府舞鶴市引± 145
京都府立西舞鶴高等学校
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令和5年4月、府立西舞鶴高校の前身の旧制舞鶴中学校 (舞中)と

舞鶴高等女学校 (舞女)および西舞鶴高校の校歌CDが完成した。

朝日新聞デジタル 2022年 10月 4日 西舞鶴高が旧制舞鶴中と舞鶴高女の校歌録音ヘ

https:〃 www.asahiocom/articles/ASQB37H52Q9ZPLZB008.html
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の
訪
れ
を
感
じ
る
好
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
、

同
窓
会
の
諸
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
三
年
余
り
、
蔓
延
す
る

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
満
足
の
い

く
同
窓
会
活
動
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
も

落
ち
着
き
を
見
せ
、
本
来
の
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
六
月
に
は
、
三
年
ぶ
り
に
本
部

総
会
を
開
催
し
、
役
員
改
選
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
多
く
の
人

が
集
ま
り
飲
食
を
伴
う
会
合
に
は
ま
だ

慎
重
な
声
も
あ
り
、
理
事
会

・
評
議
員

会
の
み
の
総
会
で
、
ど
れ
だ
け
出
席
い

た
だ
け
る
も
の
か
と
案
じ
て
い
ま
し
た

が
、
当
日
は
例
年
と
変
わ
ら
ぬ
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
無
事
総
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十

一
月
六
日
に
東
京
支
部
総

会
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
総
会
の
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て

い
た
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
を
は
じ
め
、

本
部
か
ら
会
長
、
ま
た
京
都
支
部
、
阪

神
支
部
か
ら
も
支
部
長
が
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
、
九
十
名
を
超
え
る
方
々
の
参

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
な
か
な

か
開
催
が
で
き
ず
心
配
し
て
い
ま
し
た

同
窓
会
の
伝
統
行
事
で
あ
る

コ
昌
校
卒

業
二
十
周
年
記
念
同
窓
会
」
が
、
年
明

け
の

一
月
二
日
に
四
十
四
回
生

（半
成

四
年
卒
）
、
三
日
に
四
十
三
回
生

（半

成
三
年
卒
）
と
二
日
続
き
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
い
た
だ
い

た
校
長
先
生
を
は
じ
め
各
支
部
長
様
に

は
二
日
続
き
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

が
、
い
つ
も
ど
お
り
、
開
会
と
同
時
に

出
席
者

一
同
高
校
生
に
戻

っ
て
、
恩
師

の
先
生
方
を
囲
み
、
互
い
に
健
康
で
再

会
で
き
た
こ
と
を
喜
び
合
い
、
懐
か
し

い
思
い
出
話
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
時

間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
賑
や
か
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
改

め
て
伝
統
行
事
の
あ
り
が
た
さ
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
行
事
が
三
十
周

年
以
後
の
同
窓
会
活
動
に
繋
が
れ
ば
と

願
う
ば
か
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
同
窓
会
報
で
も

ご
報
告
し
ま
し
た
が
、大
正
十

一
年

（
一

九
二
二
年
）
に
開
校
し
ま
し
た
本
校
の

前
身
で
あ
る
舞
鶴
中
学
校

（舞
中
）
が

創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
年
）
に
開
校

し
ま
し
た
舞
鶴
高
等
女
学
校

（舞
女
）

が
創
立
百
十
五
年
を
迎
え
、
同
窓
会
で

は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
舞
中
、
舞
女
、

西
舞
鶴
高
校
の
校
歌
、
応
援
歌
を
Ｃ
Ｄ

に
残
そ
う
と
学
校
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
。現

役
の
高
校
生
が
懸
命
な
練
習
を
重

ね
て
い
る
時
に
、
運
良
く
、
世
界
的
な

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
現
在
舞
鶴
文
化
親
善

大
使
と
し
て
活
躍
中
の
田
中
彩
子
さ
ん

（半
成
十
四
年
卒
）
が
忙

し

い
ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
の
合
間
を
縫

っ
て
、
舞
中
百

周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
計
画
さ

れ
た
、
後
輩
た
ち
を
激
励
す
る
特
別
講

演
会
に
来
校
さ
れ
る
日
程
と
重
な
り
、

講
演
会
終
了
後
に
歌
唱
指
導
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

現
役
高
校
生
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
Ｃ

Ｄ
は
作
成
さ
れ
、
完
成
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
い
ず
れ
、
同
窓
生
の
皆
様
に

ご
紹
介
す
る
機
会
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

今
年
は
、
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
京
都
支
部
総

会
が
九
月
に
、
阪
神
支
部
総
会
が
十

一

月
に
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
部
総
会
を
は
じ
め
各
支
部
総
会

で
も
若
い
同
窓
生
の
参
加
が
待
た
れ
て

い
ま
す
。
是
非
と
も
多
く
の
同
窓
生
の

皆
様
が
若
き
日
の
思
い
出
を
胸
に
出
席

さ
れ
、
先
輩
後
輩
の
枠
を
超
え
て
交
流

を
深
め
、
新
た
な
同
窓
生
の
絆
が
拡
が

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

し
ま
す
。　
　
　
　
〓

こ
の
三
年
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
、
様
々

な
制
限
を
強
い
ら
れ
た
教
育
活
動
で

す
が
、
少
し
ず

つ
元
の
形
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、　
一
気
に

加
速
し
た
学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

つ
い
て
は
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
私
た
ち
教
職
員

一
同
は

変
化
の
激
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
力

を
育
む
た
め
、
い
っ
そ
う
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
方

の

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
双
鶴
同
窓
会
の

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
し
、
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
　

伊
佐
津
川

の

さ
ざ
め
き
流
れ
に

初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
頃
と
な
り
ま

し
た
。
双
鶴
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
御
健
勝
に
て
御

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
深
い
御
理
解
と
温
か
い
御
支

援
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
松
下

茂
男
校
長
の
後
任
と
し
て
着
任
し
ま

し
た
田
邊
仁
司
で
ご
ざ

い
ま
す
。
幾

多
の
有
為
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
、

墳

田

邊

一仁

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
西

舞
鶴
高
校

の
さ
ら
な
る
発
展

の
た

め
、
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十四
饗
堡
局
校
は
私
に
と

っ
て
、
一示

都
府
の
教
員
に
採
用
さ
れ
て
初
め
て

赴
任
し
た
思
い
出
多
き
学
校
で
も
あ

り
ま
す
。
平
成
四
年
度
か
ら
平
成

一

五
年
度
ま
で
の

一
二
年
間
勤
務
し
、

そ
の
う
ち
九
年
間
を
担
任
と
し
て
務

め
、
部
活
動
で
は
主
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

の
顧
間
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
縁
が
あ

っ
て
、
校
長
と

し
て
戻

っ
て
来
る
こ
と
と
な
り
、
感

慨
も
ひ
と
し
お
で
す
が
、
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て

お
り
ま
す
。
当
時
は

一
二
ク
ラ
ス
／

学
年
の
規
模
の
学
校
で
し
た
が
、
現

在
は
五
ク
ラ
ス
／
学
年
と
な

っ
て
お

り
、
や
や
寂
し
い
感
じ
も
あ
り
ま
す

が
、
校
合
な
ど
の
施
設
は
当
時
と
変

わ
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
大
変
懐

か
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
、
全
日
制
課
程
で
は
五
七

九
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
京

都
府
北
部
唯

一
の
自
然
科
学
系
専
門

学
科
で
あ
る
理
数
探
究
科
、
二
年
次

か
ら
文
系

コ
ー
ス
と
理
系

コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
学
ぶ
普
通
科
で
学
ん
で
お

り
ま
す
。
高
校
選
抜
制
度
が
変
わ

っ

た
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
、
地

元
舞
鶴
市
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な

地
域
か
ら
通

っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年

度
の
卒
業
生
は
、
国
公
立
大
学
に
延

べ
六

一
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
多
様
な
希
望
進
路
を
実

現
さ
せ
、
生
徒
や
保
護
者
か
ら
の
期

待
に
応
え
ら
れ
た
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
部
活
動
で
は
、
上
位
の

大
会
を
目
指
し
て
日
々
活
動
し
て
い

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
部
単
位

で
地
域
と
交
流
す
る
こ
と
も
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
役
割
を
果
た
し
て
お

り
ま
す
。

通
信
制
課
程
で
は

一
三
二
名
が
在

籍
し
て
お
り
、
高
校
卒
業
資
格
取
得

や
希
望
進
路
の
実
現
を
目
指
し
て
、

ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
定
時
制

通
信
制
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
や

定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表

大
会
、
体
育
祭
や
彩
雲
祭
、
校
外
学

習
と
い
っ
た
様
々
な
学
校
行
事
に
も

取
り
組
み
、
幅
広
い
年
代
の
生
徒
た

ち
が
熱
心
に
学
ん
で
お
り
ま
す
。
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令和 4年度一般会計報告書
(令和 4年 5月 1日～令和 5年 4月 30日 )

I収入の部 3,707,675円

Ⅲ残高の部 1,775,715円 (次年度へ繍闘

令和 4年度特別会計報告書
(令和 4年 5月 1日～令和 5年 4月 30日 )

I収入の部 9,728,576円

Ⅱ 支出の部 0円

Ⅲ 残高の部 9,728,576円 (次年度へ繰υ

以上、報告します。

令和5年 5月 15日

双鶴同窓会

令和 4年
4月 27日 (水)第 1回本部役員会 於 双鶴会館

(1)令和 4年度双鶴同窓会役員について

(2)総会について   
‐

(3)令和 3年度仮決算報告について

(4)会報発行の進捗状況について

(5)その他

6月 3日 (金)第 2回本部役員会

(1)総会について

於 双鶴会館

(2)令和3年度決算報告につて

6月 11日 (土)同窓会報「双鶴」第46号発刊 (一般会員向け)

令和4年度理事会・総会開催於舞鶴グランドホ〕レ

(1)理事会

(2)総 会

36名 参加

81名 参加

8月

11月 6日 (日 )

令和 5年
1月 2日 (月 )

1月 3日 (火 )

3月 1日 (水 )

双鶴同窓会通信制同窓会 (中止)

双鶴同窓会東京支部総会開催

内藤行雄会長以下2名が出席於新宿京エプラザホ刀レ

高校44回生卒業30周年記念同窓会

内藤行雄会長が出席 於 舞鶴グランドホ刀レ

高校43回生卒業30周年記念同窓会

内藤行雄会長が出席 於 舞鶴グランドホカレ

同窓会報「双鶴」第47号発刊 (卒業生向け)

１
■
　
０
４
　
０
υ

監査実施年月日

監査実施場所

監 査 の 対 象

会計 監査 報 告

令和 5年 5月 22日 鯛 )

京都府立西舞鶴高等学校

双鶴同窓会にかかる会計帳簿、

収入。支出証拠書類及び預金に

関すること

①

③

彦

幸

利

友

雄

弘

博

行

　

俊

藤

辺

井

内

渡

臼

長

長

計

事

〈
ム
　
軸壮　
△ム

上記のとおり監査を行った結果、帳簿、証拠書類、

保管預金ともに正確に処理されており、適正であった

ことを報告しま魂

令和 5年 5月 22日

双鶴 同窓会長 様

双鶴同窓会

会計監査  上 山

会計監査  齋 藤

項  目 決算額 摘 要

前年度繰越金 2,068,676

入 会 金 776,000 @4,000× 194名 (全日制191名 、通信制3名 )

記念誌等売上 4,650 2020年版名簿 1冊

寄 附 金 858,336
平成3・ 4年卒業生から(4群瓢周年記念同窓舗 務局)

昭和25年卒業生から

雑 収 入 預金利息 13円

計 3,707,675

Ⅱ 支出の部 1,931,960円

項  目 決算額 摘 要

事 業 費 762,456 各支部補助、会報印刷lt、 校歌。
,効歌CD及びジャわ卜1戯代

会 議 費 90,871 理事会,総会会場費、理事会,総会用消耗品(ボ
ールペン他)

支部関係費 99,470 東京支部総会祝儀、旅費、東京支部保存校歌等CDノイ群議・コピー

通信交通費 92,195 同窓会報郵送料・専用HPサーバー・総会開催案内郵送料他

事 務 局 費 28,632 卒業刀レ ムヾ代、祝儀、金封

特別会計へ繰入 858,336 平成3・ 4年・昭和25年卒業生寄附858,336円を特別会計へ振替

雑 支 出 0

合  計 1,931,960

項 1 目 決算額 摘 要

前年度繰越金 8,870,084

繰 入 金 858,336 平成3・ 4年・昭和25年卒業生寄附

雑 収 入 預金利息

合  計 9,728,576

項  目 決算額 摘 要

事 業 費 0

合  計
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令
和
五
年

一
月
三
日

（火
）
、
第
四
十
三
回
卒
業
生

（平
成
二
年
卒
業
）
の
卒
業
三
十

周
年
記
念
同
窓
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば

一
年
前
に
執
り
行

う
は
ず
で
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
一
年
間
の
延
期
と
な
っ
て
い
た

次
第
で
す
。

一
年
遅
れ
で
準
備
が
始
ま
っ
た
中
、
感
染
状
況
の
悪
化
な
ど
の
情
勢
も
あ
り
、
開
催
を

疑
問
視
す
る
声
が
出
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
関
係
者
各
位
の
情
熱
が
結

実
し
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
直
前
に
な
っ
て
全
国
的
に
感
染
者
が
増

加
し
た
背
景
も
あ
り
、
開
催
間
際
で
の
出
席
辞
退
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
一

二
〇
名
ほ
ど
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大
な
同
窓
会
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
本
年
は
、
次
年
度
で
あ
る
第
四
十
四
回
卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会
と
連
日
に
わ
た
っ

て
開
催
す
る
と
い
う
異
例
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
双
鶴
同

窓
会
の
内
藤
行
雄
会
長
を
は
じ
め
、
西
舞
鶴
高
等
学
校
の
松
下
茂
男
校
長
、
回
野
耕

一
東

京
支
部
長
、
谷
村
久
見
雄
阪
神
支
部
長
、
齋
藤
敏
明
京
都
支
部
長
、
そ
し
て
五
名
の
恩
師

の
先
生
方
に
も
ご
出
席
を
賜
り
、
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「本
当
に
や
っ
て
い
い
の
か
」

「今
、
や
る
べ
き
な
の
か
」
と
迷
い
な
が
ら
過
ご
し
た

準
備
の
日
々
で
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
そ
の
日
を
迎
え
ま
す
と
、
た
だ
楽
し
く
、

「開

催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
卒

業
以
来
と
、
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
同
級
生
ば
か
り
で
し
た
が
、
お
話
し
す
る
と
す
ぐ

に
二
十
年
の
月
日
は
埋
ま
り
、
と
も
に
思
い
出
を
確
か
め
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
日
の
再
会
は
、
私
た
ち
の
今
後
の
人
生
に
と
っ
て
、
大
き
な
糧
に
な
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
や
む
な
く
参
加
が
叶
わ
な
か
っ
た
旧
友
た
ち
と
も
こ
の
機
会
に
繋
が
り

を
持
ち
、
私
た
ち
の
絆
が
強
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
同
窓
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
ご
苦
労
い
た

だ
き
ま
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
生
の
皆
様
と
ご

家
族
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
双
鶴
同
窓
会
の
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

第

四
十

三
回

卒

業

生

三
十
周
年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
長
　
松
本
　
　
泰

く

実
行
委
員
長

く

１
組

く

実
行
委
員
会

く

２
組

く

恩
師

く

３
組

く

４
組

く

５
組

く

６
組

く

７
組

く

８
組

く

９
組

く

１０
組

く

１１
組

く

‐２
組

▲ ご来賓
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令
和
五
年

一
月
二
日
、
第
四
十
四
回
卒
業
生
の

「卒
業
三

十
周
年
記
念
同
窓
会
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
双
鶴
同
窓
会
長
　
内
藤
行
雄
様
、
西
舞
鶴
高
等

学
校
長
　
松
下
茂
男
様
、
双
鶴
同
窓
会
東
京
支
部
長
　
回
野

耕

一
様
、
阪
神
支
部
長
　
谷
村
久
見
雄
様
、
京
都
支
部
長

齋
藤
敏
明
様
、
そ
し
て
野
口
先
生
、
竹
下
先
生
、
常
塚
先
生
、
廣
瀬
先
生
、
金
井
先
生
、

山
内
先
生
の
六
名
も
の
恩
師
に
ご
列
席
を
賜
り
、
同
窓
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
勢
百
三
十

一
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

久
々
の
再
会
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

「誰
だ

っ
た
っ
け
？
」
と
思
う
人
も
い
れ
ば
、
見
た
瞬
間
に
名
前
を
呼
び
あ
い
は
ハ
グ
す
る
人
も

い
た
り
で
、
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
内
は
賑
や
か
な
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
十
年

ぶ
り
に
会
っ
た
と
し
て
も
、
時
間
を
超
え
て
す
ぐ
打
ち
解
け
ら
れ
る
。
な
ん
だ
か
不
思
議

な
感
覚
で
し
た
。
と
は
言
い
ま
し
て
も
、

「お
お
久
し
ぶ
り
！
」
と
声
を
か
け
る
と

「ご

め
ん
、
覚
え
て
な
い
」
と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
同
窓
会
あ
る
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

。
・
・
。

ま
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
ブ
の
仲
間
や
、
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
、
小
学
校

か
ら
の
同
級
生
な
ど
、
写
真
を
持
参
し
て
懐
か
し
ん
だ
り
、
い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
で
写
真

を
撮
っ
た
り
と
最
高
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
を
あ
き
ら
め
た
方
も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
お

り
、
ぜ
ひ
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
な
と
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
再
会
で
き
た
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
大
好
き
な
舞
鶴
、
そ
し
て
母
校
の
活
性

化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
副
実
行
委
員
長
を
務
め
て
く
れ
た
堂
本
君
、
山
添
君
、
大
変

な
実
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
く
れ
た
仲
川
君
、
安
久
君
、
真
下
君
、
水
島
君
、
そ
し
て

ク
ラ
ス
委
員
の
み
ん
な
に
心
か
ら
感
謝
を
伝
え
ま
す
。

双
鶴
同
窓
会
と
西
舞
鶴
高
等
学
校
、
そ
し
て
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
項
き
ま
す
。

第
四
十
四
回
卒
業
生

三
十
周
年
記
念
同
窓
会
実
行
委
員
長
　
久
下
　
幸
典

く

１
組

く

２
組

く

３
組

く

４
組

く

８
組

く

１０
組

く

１１
組

く

‐２
組

実行委員会
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ｋ
一一■
一〓
一●
部

昨
年
十

一
月
六
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
で
延
期
し
て
い
た
東
京
支

部
創
立
七
〇
周
年
記
念
総
会

・
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
実
に
四
年
ぶ

り
の
総
会
で
し
た
が
、
松
下
校
長
、

内
藤
会
長
を
は
じ
め
、
京
都

・
阪
神

各
支
部
長
、
副
支
部
長
、
事
務
局
長
、

京
都
府
嶋
津
東
京
事
務
所
長
、
舞
鶴

市
堤
副
市
長
、
小
畑
東
京
事
務
所
長

な
ど
十
三
名
の
ご
来
賓
臨
席
の
も

と
、
会
員
七
六
名
の
出
席
が
あ
り
、

総
勢
八
九
名
に
て
盛
大
に
催
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
開
催
が
可
能
か
ど
う
か
、
コ

ロ
ナ
感
染
者
数
や
世
間
の
動
向
を
見

な
が
ら
慎

重
に
準
備

を
行
な
い

ま
し
た
。

食
事
も
従

来
は
ビ

ュ

ッ
フ
エ
形

式
で
し
た

が
、
今
回

は
ホ
テ
ル

提
供
の
高

級
弁
当
と

し
、
会
場

内
の
移
動

が
少
な
く

な
る
よ
う

工
夫
も
致

し
ま
し
た
。

総
会
で

は
、
四
年

分
の
事
業

細秋
生
回
・・
〈
ム

計
報
告

。

会
計
監
査

報
告
が
な

さ
れ
、
全

会

一
致
で

承
認
い
た

だ
き
ま
し

た
。
今
回
、

幹
事
役
員

改
選
で
増

本
治
夫
支

部
長
か
ら
回
野
耕

一
新
支
部
長

へ
と

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
新
体
制
で
同

窓
会
支
部
運
営
を
行
な
う
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
幹
事
を
増
や

し
多
様
化
を
図
る
と
共
に
、
次
世
代

へ
引
継
ぐ
た
め
に
若
手
の
幹
事
登
用

も
積
極
的
に
行
な
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
年
次
的
に
も
昭
和
二
六

年
卒
か
ら
平
成
二
六
年
卒
ま
で
六
四

歳
の
開
き
が
あ
る
幅
広

い
層
か
ら
の

出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。
最
年
長
の

方
に
は
、
九
〇
歳
に
な
ら
れ
て
も
お

元
気
な
秘
訣
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
地
域
的
に
は
、
東
京
圏
の

み
な
ら
ず
、
栃
木
県
、
新
潟
県
、
茨

城
県
、
さ
ら
に
は
ふ
る
さ
と
舞
鶴
か

ら
も
多
数
の
同
窓
生
の
方
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
回
好
評
で
あ
り
ま
す
会
報
誌

「
い
わ
し
雲
」
も
、
卒
業
三
〇
周
年

記
念
同
窓
会
や
本
校
卒
業
生
に
配
布

い
た
だ
く
な
ど
、
東
京
支
部
の
活
動

状
況
や
歴
史
を
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
知

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

を
行

っ
て
い
ま
す
。

本
部
を
は
じ
め
、
各
支
部
と
協
力

し
あ

っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（事
務
局
長
　
澤
田
謙
二
）

前
回
、
令
和
三
年
開
催
予
定
で
し

た
第
二
十
四
回
阪
神
支
部
総
会
は
コ

ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
ず
、
書
面
に
よ

る
評
議
会
を
も
ち
ま
し
て
総
会
の
代

わ
り
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
第
二
十
五
回
阪
神
支
部
総

会
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
十

一
月
十

一
日

（土
）

十
二
時
～
十
五
時

場
所
　
新
大
阪
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
理
事

会
と
評
議
会
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
先

日

「創
立
八
十
五
周
年
記
念
誌
」
な

ら
び
に
、
同
記
念
誌
で
舞
鶴
女
学
校

二
回
生
か
ら
西
高
四
十
三
回
生
ま
で

約
百
五
十
名
の
学
生
時
代
の
思
い
出

を
読
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

感
想
を
簡
単
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

素
朴
で
上
品
、
純
情
可
憐
で
あ

っ

た
舞
女
生
徒
、
そ
の
卒
業
生
を
し
て

「少
女
か
ら
乙
女
の
、
人
生
で

一
番

美
し
く
楽
し
か

っ
た
舞
女
時
代
が
、

宝
石
に
も
勝
る
思
い
出
を
秘
め
て
過

ぎ
去

っ
て
か
ら
幾
星
霜

・
・
・
」
と

言
わ
し
め
た
舞
鶴
高
等
女
学
校
。

そ
の
当
時
、
女
は
勉
強
す
る
必
要

な
し
と
、
頭
が
良
く
、
お
金
も
あ

り
、
体
が
丈
夫
で
あ

っ
て
も
、
親
の

女
学
校
進
学
許
可
が
下
り
な
か
っ
た

の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

舞
女
に
は
し

っ
と
り
と
し
た
落
ち

着
い
た

一
面
、
伸
び
伸
び
と
し
た
気

風
や
茶
目
っ
気
が
あ
っ
て
女
生
徒
の

集
ま
り
ら
し
い
華
や
い
だ
も
の
が
あ

っ
た
。
舞
女
戦
没
者

・
従
軍
看
護
婦

二
名
。「天

下
の
舞
中
」
設
立
当
初
、
武

道
ス
ポ
ー
ツ
に
重
点
を
置
き
、
歴
史

の
あ
る
府
立
三
中

（福
知
山
高
）
府

立
四
中

（宮
津
高
）
を
も
文
武
両
道

に
お
い
て
勝
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
徒
は
町
や
村
の
良
家
の
子
弟
が

多
く
、
学
内
は
極
め
て
自
由
で
楽
し

い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

全
般
的
に
よ
く
勉
強
し
よ
く
遊
び

今
で
も
熱

い
友
情
で
結
ば
れ
て
い

′り
。舞

中
十
八
回
生
の
卒
業
三
十
周
年

同
窓
会
は
会
員
百
三
十
三
名
中
百
二

十
九
名
出
席
と
い
う
驚
異
的
な
出
席

率
で
し
た
。

最
後
の
卒
業
生
、
舞
中
二
十
二
回

生
の
進
学
先
は
東
大
三
名
、
京
大
十

四
名
な
ど
で
あ

っ
た
。

太
平
洋
戦
争
の
疾
風
怒
濤
の
果
て

舞
中
戦
没
者
二
百
八
十
七
名
、
海
軍

陸
軍
特
攻
死
六
名
。

（五
名
は
経
歴

確
認
）

西
舞
鶴
高
校
は
昭
和
二
十
三
年
に

開
校
し
ま
し
た
。

戦
後
の
食
糧
難
、
貧
し
い
な
が
ら

も
食
生
活
が
改
善
さ
れ
た
の
は
西
高

十
回
生
以
降
く
ら

い
と
思
わ
れ
ま

す
。厳

し
い
環
境
の
中
、
向
学
心
に
燃

え
努
力

し
た
定
時
制
お
よ
び
通
信

制
、
両
課
程
と
も
京
大
進
学
者
が
い

ま
す
。

「時
代
が
違
う
で
し
ょ
う
」
と

一

笑

に
付
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
戦
後
高
度
経
済
成
長
後
の
西
高

生
は
全
て
の
面
で
恵
ま
れ

て
い
ま

す
。現

在
の
西
高
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
文

武
両
道
を
実
現
す
る
、
京
都
北
部
を

代
表
す
る
中
核
高
と
な

っ
て
い
ま

す
。戦

争
を
経
験
し
た
舞
女
生
舞
中

生
、
貧
し
い
時
代
の
西
高
生
も
豊
か

な
時
代
の
西
高
生
も
共
通
し
た
学
生

時
代
の
思
い
出
が

「
ク
ラ
ブ
活
動
」

「
総
体
前

の
応
援
練
習

（除
く
舞

女
）
」

「体
育
祭
」

「修
学
旅
行
」

で
し
た
。

戦
前
戦
後
、
時
代
が
変
わ

っ
て
も

同
じ
思
い
出
を
共
有
し
て
い
る
事
が

微
笑
ま
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
伝
統
と
い
う
も
の
で
し
ょ

う
か
。

（支
部
長
　
谷
村
久
兒
雄
）

双
鶴
同
窓
会
京
都
支
部
の
活
動
内

容
等
に
つ
き
ま
し
て
、
先
ず
は
総
会

・
懇
親
会
準
備
委
員
会
が
組
成
さ
れ

て
、
本
年
九
月
九
日

（土
）
、
京
都

タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
総
会

。
懇
親
会
を

開
催
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る

こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇

一
九
年
十
二
月
に
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
、
瞬
く
間

に
全
世
界
に
感
染
拡
大
し
約
二
年
と

な
り
ま
す
。
そ
の
間
当
支
部
の
活
動

も
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
毎
年
本
部
の
協
力
を
得
て

過
去
に
総
会

・
懇
親
会
に
出
席
く
だ

さ

っ
た
方
々
、
会
費
を
納
め
て
く
だ

さ

っ
た
方
々
約
二
〇
〇
名
の
方
々
に

本
部
作
成
の
会
報

「双
鶴
」
を
郵
送
し

て
、
母
校
西
舞
鶴
高
校
の
進
学
、
ク

ラ
ブ
活
動
等
の
様
子
を
ご
覧
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
応
じ

て
社
会
経
済
活
動
も
徐
々
に
再
開
さ

ｈ
ｉ
■
一■
■

一ｋ
一●
■
■
＝
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れ
る
中
、
昨
年
六
月
に
舞
鶴
で
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
し
て
懇
親
会
無
し
の
双

鶴
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
十

一
月
に
は
東
京
支
部

で
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
総
会
及
び
お

弁
当
を
配
膳
し
た
懇
親
会
が
三
密
に

配
慮
さ
れ
て
無
事
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
支
部
も
今
後
の
感
染
動
向
と

国
、
自
治
体
の
対
策
、
対
応
の
指
針

等
に
留
意
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

参
る
所
存
で
す
。

一
時
期
は
政
府
か
ら
の
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
る
等
の
要
請
も
あ

っ

た
こ
と
か
ら
、
同
窓
生
の
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

一
助
と
し
て
、

有
志
で

「西
舞
鶴
高
校
を
応
援
し
よ

う
」
と
い
う
名
の
本
部
及
び
三
支
部

の
卒
業
年
次
も
多
階
層
な
グ
ル
ー
プ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
組
成
し
て
お
り
、
世
界

バ
レ
ー
で
の
井
上
愛
里
沙
さ
ん
の
活

躍
、
世
界
的
な
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
あ

る
田
中
彩
子
さ
ん
の
プ

ロ
野
球
日
本

シ
リ
ー
ズ
で
の
国
歌
独
唱
と
母
校
訪

間
、
歌
手
で
あ
り
女
優
で
あ
る
南
野

陽
子
さ
ん
の
舞
鶴
で
の
コ
メ
作
り
に

よ
る
地
域
振
興
貢
献
に
同
窓
生
が
深

く
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
舞
鶴
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
Ｔ
Ｖ
番
組
放
送
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
の
帰
省
時
の
舞
鶴

の
様
子
の
報
告
等
々
、
様
々
な
情
報

が
タ
イ
ム
リ
ー
に
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
ご
自

身
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ハ
ブ
に
な

っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
く
、
と
て
も
有

益
だ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

現
下
、
政
府
の
マ
ス
ク
着
用
ル
ー

ル
が
二
月
十
三
日
か
ら

「個
人
の
判

断
」
に
緩
和
さ
れ
、
五
月
八
日
か
ら

は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症

の
五
類
に
指
定
変
更
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
久
し
ぶ
り
に
満
開
の
桜
を
愛
で

る
喜
び
―
　
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
の
大
谷
翔
平
選
手

を
始
め
と
す
る
日
本
選
手
の
活
躍
に

感
動
―
　
甲
子
園
で
の
高
校
球
児

ヘ

の
声
援
等
々
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新
型

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
動
向
、
反
動

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
開
催
に
あ
た
り
皆
様
の
ご
意
見
、

ア
ド
バ
イ
ス
等
も
頂
戴
致
し
た
く
、
小

生
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル

の
ア
ド
レ
ス
‥
０
９
０
７
８
７
９
２

４
４
１
へ
遠
慮
な
く
ご
投
稿
く
だ
さ

る
と
大
変
有
難
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

れ
で
は
皆
様
お
健
や
か
に
―

（事
務
局
長
　
原
田

易
典
）

新
し
い
年
度
を
迎
え
て
、
単
位
制

の
通
信
制
で
は
二
十
八
名
の
新
入
生

が
入
学
。
転

・
編

・
再
入
学
二
十
三

名
も
加
わ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

本
校
で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
家
庭
で

の
自
学
自
習
な
ど
、

「あ
せ
ら
ず

・

や
す
ま
ず

・
あ
き
ら
め
ず
」
を
努
力

目
標
と
し
て
、
全
員
揃

っ
て
通
信
制

過
程
を
卒
業
さ
れ
、
同
窓
会
の
会
員

と
し
て
名
を
連
ね
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

二
月

一
日
の
卒
業
式
で
は
、
二
十

九
名
の
生
徒
が
卒
業
さ
れ
ま
し
た
。

全
通
合
同
卒
業
式
の
後
、
改
め
て
通

信
制
だ
け
の
卒
業
式
が
Ｌ
Ｌ
教
室
で

行
わ
れ
、
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書

及
び
表
彰
状

（通
信
制
教
育
振
興
会

か
ら
優
秀
生
徒

へ

・
教
育
研
究
会
か

ら
会
長
賞

・
通
信
制
過
程
か
ら
校
長

賞
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
表
彰
者
の
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
一
人
ひ
と

り
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
夢
の
実

現
に
向
け
て
進
ん
で
ほ
し
い
も
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
双
鶴
同

窓
会
通
信
制
の
会
の
ご
案
内
と
同
窓

会
会
報
を
お
届
け
し
ま
し
た
。
双
鶴

同
窓
会
通
信
制
の
会
で
は
、
二
年
に

一
度
同
窓
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

双
鶴
同
窓
会
長
様
を
は
じ
め
、
校
長

先
生
、
副
校
長
先
生
、
恩
師
の
先
生

方
の
ご
出
席
を
賜
り
、
同
窓
会

（総

会

・
懇
親
会
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
事
業
報
告

。
会
計
報
告
な

ど
の
承
認
を
行
い
、
総
会
後
の
懇
親

会
で
は
、
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
懐
か

し
い
高
校
生
活
の
思
い
出
や
近
況
の

様
子
な
ど
を
楽
し
く
語
り
合

い
、
有

意
義
な

一
日
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い

ま
す
。

昨
年
の
十

一
月
二
十
日
に
は
、
彩

雲
祭

（通
信
制
過
程
文
化
祭
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

「生
徒
会

カ
フ
ェ
」

「生
活
体
験
発
表
」

「文

化
行
事
」

「作
品
展
示
」
の
四
部
構

成
で
し
た
が
、
生
徒
会
役
員
さ
ん
を

中
心
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

近
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
残
念

な
が
ら
同
窓
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
来
年
は
通
信
制
の
同
窓
会

開
催
の
年
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。
早

く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
ま
り
、
以
前
の
よ
う
に
社
会
生
活

な
ど
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う

に
な
り
、
様
々
な
行
事
が
賑
や
か
に

開
催
で
き
ま
す
よ
う
祈

っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
双
鶴
同
窓
会
通
信
制
の

会
の
活
動
に
ご
尽
力
と
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（通
信
制
の
会
　
山石
田
　
護
）

1豪菫禁簿貯|||

量
鰊
通
一信
制
の
会
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1池田恭笥1社長 ■|||
世界有数の品評会で高評価

受け継がれた老舗の誇り

更なる飛1躍に向け二人三脚
‐~池‐由恭司 ″/afた

池田酒造株式会社 代表取締役

昭和44年 5月 16日生まれ

昭和 60年 4月 西舞鶴高等学校 入学

昭和 63年 3月  同 卒業

昭和 63年 4月 広島大学 工学部 入学

平成 8年  株式会社西村住建商事 入社

平成 18年 池田酒造株式会社 入社

平成 26年 同代表取締役 就任

舞
鶴
市
内
唯

一
の
酒
蔵
で
あ
る

池
田
酒
造

（池
田
恭
司
社
長
）
が

五
月
十
二
日
、
英
国
で
開
催
さ
れ

た

「イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ワ
イ
ン
・

チ
ヤ
レ
ン
ジ

（り
く
の
）
Ｎ
ｏ
Ｎ
Ｎ
∽
＞
パ
同

部
門
」
で
シ
ル
バ
ー
メ
ダ
ル
を
受

賞
し
た
。　
一
時
は
自
社
製
造
か
ら

撤
退
し
た
造
り
酒
屋
が
、
再
生

へ

の
苦
難
の
日
々
を
乗
り
越
え
て
掴

ん
だ
栄
冠
。
老
舗
に
脈
々
と
流
れ

る
情
熱
の
源
泉
を
追

っ
た
。

Ｉ
Ｗ
Ｃ
は
、　
一
九
八
四
年
に
設

立
さ
れ
た
世
界
的
に
最
も
権
威
の

あ
る
最
大
規
模

の
ワ
イ
ン
品
評

会
。
近
年
、
日
本
酒
の
愛
飲
者
が

世
界
で
飛
躍
的
に
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｅ
部
門
が
創
設
さ
れ
た
。
例
年
、

各
国
か
ら
専
門
家
を
集
め
た
審
査

で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
審
査

員
に
よ
る
ブ
ラ
イ

ン
ド
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
績

に
よ
り
評
価
が
決
定
さ
れ
る
。
今

年
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
部
門
に
は
、
世
界

中
か
ら
四
六
三
社

一
七
三
二
銘
柄

の
出
品
が
あ
り
、
十
四
か
国
総
勢

五
十
二
人
が
審
査
に
当
た
っ
た
。

池
田
酒
造
が
出
品
し
た
純
米
酒

の
部
に
は
計
三

一
八
銘
柄
が
出
品

さ
れ
、
同
社
の

「特
別
純
米
　
加

佐

一
陽
」
は
、
四
十
四
銘
柄
に
与

え
ら
れ
た
シ
ル
バ
ー
メ
ダ
ル
に
見

事
輝
い
た
。
日
本
酒
に
馴
染
み
の

な
い
人
に
も
飲
み
や
す
い
よ
う
に

と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
前
面
に
出

し
た
酒
を
目
指
し
た
と
い
う
品

は
、
「軽

い
飲
み
口
で
外
国
人
に

も
飲
み
や
す
い
酒
」
に
仕
上
が

っ

た
と
池
田
社
長

（
５３
）
ｏ
同
社
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
タ
イ
を
は
じ
め
、

中
国

。
台
湾

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

輸
出
し
て
お
り
、
国
際
的
な
評
価

を
受
け
た
こ
と
で
池
田
社
長
は
、

「今
後
、
海
外
で
の
販
売
拡
大
に

弾
み
が
つ
く
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

【信
頼
が
醸
す
夫
婦
酒

・

日

ご
と
に
味
わ

い
深
く
】

現
在
、
同
社
で
酒
造
り
の
責
任

者
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
、
池
田

さ
ん
の
妻
、
菊
江
さ
ん

（４９
）
ｏ

兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
で
、
元
イ
タ

リ
ア
料
理
の
シ
ェ
フ
だ
っ
た
菊
江

さ
ん
と
は
、
知
人
の
紹
介
か
ら
縁

を
紡
い
だ
。

三
人
の
子
育
て
に
奮
闘
し
な
が

ら
の
酒
造
り
は
、
多
忙
を
極
め
る
。

ア
ル
バ
イ
ト
ニ
人

に
手
伝

っ
て
も
ら

う
も
の
の
、
そ
の

大
半
は
夫
婦
の
仕

事
だ
。

し
か
し
、
生
来

の
旺
盛
な
探
求
心

が

原

動

力

と

な

り
、
ヨ

進

一
退

の
繰
り
返
し
」
の

酒
造
り
は
着
実
に

進
化
を
続
け
て
い

アリ
。元

は
ほ
と
ん
ど

飲
ま
な
か

っ
た
と

い
う
日
本
酒
。
だ

が
、
様
々
な
酒
を

全
国
か
ら
取
り
寄

せ
て
飲
む
中

で
、
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飛
躍
的
に
味
覚
は
磨
か
れ
、
作
り

た
い
酒
の
イ
メ
ー
ジ
は
鮮
明
に
像

を
結
ん
で
い
る
。
そ
の
ゴ
ー
ル
に

如
何
に
し
て
近
づ
け
る
か
。
菊
江

さ
ん
は
、
果
て
な
き
深
淵
を
の
ぞ

き
込
む
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

そ
ん
な
妻
を
評
し
池

田
さ
ん

は
、
「非
常
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
精
神

が
旺
盛
」
と
し
、
そ
の
実
行
力
に

舌
を
巻
く

一
方
で
、
「
い
ろ
ん
な

こ
と
を
や
り
た
が
る
。
私
は
保
守

的
で
ブ
レ
ー
キ
役
」
と
苦
笑
す
る
。

そ
ん
な
二
人
が
つ
く
り
あ
げ
た

「加
佐

一
陽
」
は
、
イ
タ
リ
ア
語

で
家
を
意
味
す
る
カ
ー
サ
を
重
ね

合
わ
せ
、
地
域
や
家
庭
に
温
も
り

を
も
た
ら
す
酒
の
意
を
名
づ
け
に

込
め
た
。

【明
治

の
蔵
　
令
和

に
飛
躍
】

池
田
酒
造
の
創
業
は
明
治
十
二

年
。
池
田
さ
ん
が
六
代
目
と
な
る
、

市
内
屈
指
の
老
舗
だ
。

池
田
さ
ん
が
幼
少
の
頃
、
活
気

あ
る
蔵
は
近
寄
り
が
た

い
場
所

だ

っ
た
。
「
口
に
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
酒
と
、
そ
れ
を
つ
く

っ
て

い
る
蔵
は
、
壁

一
枚
を
隔
て
た
異

世
界
の
よ
う
に
感
じ
た
」
と
振
り

返
る
池
田
さ
ん
は
当
時
、
蔵
を
取

り
仕
切
る
祖
父
か
ら
、
「
い
ず
れ

継
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
無
言
の

圧
力
を
感
じ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

昭
和

の
終
わ
り
頃
、
大
手
メ
ー

カ
ー
の
下
請
け
仕
事
が
打
ち
切
ら

れ
た
こ
と
で
、
自
社
製
造
を
断
念
。

会
社
は
原
酒
を
仕
入
れ
て
販
売
す

る
形
で
存
続
し
た
が
、
池
田
さ
ん

は
別

の
道
に
進
む
こ
と
に
な

っ

た
。転

機
が
訪
れ
た
の
は
平
成
十
八

年
。
母
方
の
叔
母
で
あ
る
池
田
孝

子
さ
ん

（故
人
）
が
、
酒
造
り
を

復
活
さ
せ
た
い
と

一
念
発
起
。
当

時
、
建
材
商
社
で
営
業
の
仕
事
に

つ
い
て
い
た
池
田
さ
ん
も
入
社
を

請
わ
れ
、
悩
み
抜
い
た
末
に
挑
戦

を
決
意
。
最
後
は

「か
つ
て
の
蔵

を
再
び
」
と
い
う
気
持
ち
が
背
中

を
押
し
た
。

酒
造
り
の
技

術
は
す
で
に
失

わ

れ

て

い
た

が
、
二
人
は
独

立
行
政
法
人
酒

類
総
合
研
究
所

の
酒
類
醸
造
講

習
を
受
け

て
、

約
二
十
年
振
り

の
と
な
る
池
田

酒

造

の
酒

を

造

っ
た
。
わ
ず

か
約
二
〇
〇
本

の
酒
で
は
あ

つ

た
が
、
そ
れ
は

力
強
い
再
生
の
狼
煙
と
な

っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
。
六
代
目
夫

婦
で
切
り
盛
り
す
る
蔵
は
、
新
た

な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

晴
れ
や
か
な
勲
章
を
手
に
し
て

も
、
酒
造
り
を
担
当
す
る
菊
江
さ

ん
は
、
尺
フ
回
、
う
れ
し
さ
と
い

う
よ
り
、
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
を
取

れ
な
か

っ
た
悔
し
さ
が
大
き
い
」

と
話
し
、
二
人
は

「今
回
は
次

へ

の
通
過
点
。
よ
り
高
み
を
目
指
し
、

夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
た

い
」
と
口
を
そ
ろ
え
た
。

老
舗
再
生

の
物
語
は
、
ま
だ
始

ま

っ
た
ば
か
り
。
夫
婦
が
紡
ぐ
新

章
か
ら
、
今
後
も
目
が
離
せ
そ
う

に
な
い
。
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蜃
殷
屹
熾
軋

バ
レ
■
ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表

一丼
．上
愛
里
沙
・・一■
ん

（平
成
２６
年
卒
）

沐
２２
年
広
報
ま
い
づ
る
１２
月
号
か
ら
転
載
し
ま
し
た
。

●
そ
の
当
時
の
表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
・

一一一 丼上愛里沙 DATA
1995年舞鶴市生まれ。余内バレーボールクラフt

就実中 (岡 山県)、 西舞鶴高、筑波大 (茨城県)、

久光スプリングス(以下、久光)を経て、今季から

フランスリーグ「サン=ラフアエル」に所属。令和 3

年度皇后杯全日本バレーボール選手権大会優勝

(久光)、 MVP受賞。2021 22 VLEAG∪ E DIⅥ S10Nl

WOMEN優勝 (久光)、 最高殊勲選手賞、ベスト

6、 日本記録賞得点王受賞。2022年度は女子日本

代表「火の鳥 NIPPON」 のメンバーとしてネーション

ズリーグ、世界選手権に出場。同大会ではゲーム

キヤプテンも務め、多彩な攻め方を見せベスト8

に貢献。

代
表

で
も
う

一
回
ト
ラ
イ

ー

世
界
選
手
権
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
今
年
は
Ｖ
リ
ー
グ
優
勝
、

最
高
殊
勲
選
手
賞
受
賞
、
ネ
ー

シ
ョ
ン
ズ
リ
ー
グ
出
場
、
そ
し
て

世
界
選
手
権
ベ
ス
ト
８
と
大
活
躍

の
年
で
す
が
捩
り
返
っ
て
い
か
が

で
し
た
か
。

井
上
　
ま
ず
私
自
身
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
に
出
る
と
い
う
目
標
を

持

っ
て
、
大
学
や
久
光
と
い
っ
た

チ
ー
ム
を
選
択
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
自
分
的
に
も
す
ご

く
意
欲
が
高
く
て
、
努
力
も
し
て

い
た
し
手
応
え
も
あ

っ
た
ん
で
す

け
ど
、
そ
の
年
に
ち
ょ
う
ど
け
が

を
し
て
。
コ
ロ
ナ
の
関
係
な
ど
も

あ

っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
２
０

２
１
年
に
延
期
に
な
り
、
代
表
登

録
は
さ
れ
て
い
る
け
ど
参
加
メ
ン

バ
ー
に
入
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
時

に
、
私
自
身
や
り
切

っ
た
と
い
う

か
、
こ
こ
で
バ
レ
ー
人
生
が
終

わ
っ
て
も
悔
い
は
な
い
と
思

っ
て

い
ま
し
た
。

た
だ
、
久
光
は
過
去
に
優
勝
も

し
て
い
る
チ
ー
ム
だ

っ
た
の
に
そ

の
年

に
８
位
。
も
う

１
回
こ
の

チ
ー
ム
を
立
て
直
し
て
優
勝
し
、

引
退
し
よ
う
と
決
め
て
昨
シ
ー
ズ

ン
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
、
４
月
の
リ
ー
グ
戦
の
決
勝
ラ

ウ
ン
ド
前
に
、
日
本
代
表
の
員
鍋

監
督
か
ら

「代
表
に
来
て
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
て
。
そ
の
時
も
引
退
す

る
と
考
え
て
い
た
の
で
、
１
週
間

ぐ
ら
い
考
え
、
親
と
も
相
談
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
員
鍋
監
督
が

Ｆ
ｃ

ん
な
チ
ャ
ン
ス
は
な
か
な
か
な
い

か
ら
ト
ラ
イ

で
き
る
年
齢

で
、

し
っ
か
り
も
う
１
回
や
っ
て
み
て

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言

っ

て
く
だ
さ
っ
て
。
私
自
身
、
バ
レ
ー

人
生
の
中
で
、
海
外
で
プ
レ
ー
し

た
い
と
い
う
思
い
が
ず

っ
と
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
も

で
き
て
い
な

か
っ
た
し
、
代
表
活
動
の
中
で
も

結
果
を
残
せ
て
い
な
い
こ
と
に
、

後
悔
す
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
な
、
と
考
え
て
、
も
う
１
回
ト

ラ
イ
し
て
み
よ
う
か
な
と
、
そ
れ

で
監
督
に

「行
き
ま
す
」
と
お
伝

え
し
て
今
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
ト
で
自
分
を
ど
う
表
現

す
る
か

―

世
界
選
手
権
出
場
に
至
る
ま

で
も

い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
ん
で
す

ね
。
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
リ
ー
グ
で

一

気
に
ブ
レ
イ
ク
し
た
と
感
じ
ま
し

た
が
い
か
が
で
す
か
。

丼
上
　
そ
の
時
は
あ
ま
リ

コ
ン

デ

ィ
シ
ョ
ン
が
上
が

っ
て
い
な
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か
っ
た
ん
で
す
。
国
内
で
は
優
勝

し
て
る
け
ど
、
海
外
相
手
に
自
分

が
ど
れ
ぐ
ら
い
通
用
す
る
の
か
自

信
も
な
く
、
ど
う
や

っ
て
自
分
を

表
現
す
る
か
を
模
索
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
を
見
て
い
て
、
日
本
の

大
黒
柱
の
古
賀
紗
理
那
選
手
が
け

が
し
た
後
の
日
本
の
戦

い
方
が
、

誰
か
に
頼

っ
て
い
る
と
い
う
感
じ

に
見
え
た
の
で
、
今
年
は
誰
が
出

て
も
勝
て
る
チ
ー
ム
に
し
な
い
と

と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

途
中
か
ら
出
る
に
し
て
も
、
誰
が

出
て
も
勝
つ
チ
ー
ム
っ
て
い
う
の

を
目
指
し
た
時
に
、
自
分
の
強
み

の
出
し
方
が
感
覚
的
に
つ
か
め
た

か
な
と
思
い
ま
す
。

―

改
め
て
戦

い
を
終
え
て
ど
う

で
す
か
。

井
上
　
そ
う
で
す
ね
、
本
当
に
世

界
選
手
権
は
長
く
て
、
と
に
か
く

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
作
る
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
大
会
中
け
が
を

し
た
人
も
い
ま
す
し
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ

っ
た
中
で
、
そ
う
い
う

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
試

合
を
追
う
ご
と
に
チ
ー
ム
と
し
て

強
く
な

っ
て
い
っ
た
と
思

い
ま

す
。
最
後
ブ
ラ
ジ
ル
に
負
け
た
の

は
、
自
分
の
勝
負
ど
こ
ろ
の
決
め

方
な
ど
反
省
点
は
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
が
、
チ
ー
ム
と
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
に
あ
そ
こ
ま
で
戦
え
た
の
は
収

穫
も
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

を
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
し
て
来

年
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
出
場

す
る
た
め
の
予
選
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
向
け
て
ま
た
次
、
フ
ラ
ン

ス
リ
ー
グ
で
頑
張

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
さ
ら
な
る
成
長
を

―

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
向
け
今
後

の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

丼
上
　
ど
こ
ま
で
目
指
す
か
は
、

今
の
段
階
で
は
決
め
な
い
で
お
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
悔
い
な
く

出
し
切
る
と
い
う
の
が

一
番
で
、

今
後
自
分
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す

し
、
そ
れ
が
結
果
に
つ
な
が
る
よ

う
に
し
て
い
け
た
ら

い
い
か
な

と
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
の

で
、
そ
こ
で
自
分
自
身
、
プ
レ
ー

も
そ
う
で
す
し
、
人
と

し
て
も
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思

い

ま
す
。

―

フ
ラ
ン
ス
ヘ

行
く
に
あ
た
り
、

バ
レ
ー
以
外
で
楽
し

み
に
し
て
い
る
こ
と
は
。

井
上
　
や
っ
ぱ
り
文
化
が
違
う
の

で
、
そ
の
違
い
と
か
、
新
し
い
人

と
ど
う
や
っ
て
関
わ
っ
て
い
く
の

か
と
か
、
い
ろ
ん
な
人
の
価
値
観

を
感
じ
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ

と
は
、
南
国
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
す

ご
く
良
い
所
み
た
い
な
の
で
、
そ

う
い
う
観
光
地
で
ち
ょ
っ
と
リ
フ

レ

ッ
シ

ュ
と
か
、
ま
た
日
本
と

違

っ
た
楽
し
み
方
が
あ
る
の
か
な

と
、
そ
こ
は
楽
し
み
で
す
ね
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に

戸
惑
わ
な
い
で

―

最
後
に
舞
鶴
の
人
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

井
上
　
自
分
の
バ
レ
ー
人
生
の
中

で
大
切
な

こ
と
は
結
果
で
は
な

く
、
過
程
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
大
事

な
こ
と
は
自
分
で

「選
択
」
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
私
に
は
あ
り

が
た
い
こ
と
に
自
分
で

「選
択
」

さ
せ
て
も
ら
え
る
環
境
が
常
に
あ

り
ま
し
た
。
周
り
の
人
が
こ
う
い

う
か
ら
や
る
、
で
は
、
壁
に
ぶ
ち

当
た

っ
た
時
、
や
ら
さ
れ
て
い
る

感
覚
に
な
り
ま
す
が
、
自
分
で
考

え
て
決
め
た
こ
と
な
ら
、
壁
に
ぶ

ち
当
た
っ
た
と
し
て
も
我
慢
が
で

き
る
し
、
後
悔
の
な
い
人
生
を
歩

む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
周
り
に
何
を
言
わ
れ
て

も
、
本
当
に
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
に
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
人
生
は
選
択
の
連
続

で
す
。
も
し
自
分
で
選
択
し
た
道

が
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
軌
道
修

正
し
て
よ
り
良
い
方
向
に
い
け
ば

そ
れ
は
失
敗
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に

年
齢
は
関
係
な
い
し
、
自
分
の
幅

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
て
そ
の
過
程
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
と
皆
さ
ん
の

人
生
も
よ
り
す
て
き
な
も
の
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃

か
ら
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
舞
鶴
で
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
い
、
育
て
て
い
た

だ

い
た
か
ら

こ
そ
今
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
私
の
頑
張

る
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
少

し
で
も
皆
さ
ん
の
明
日
へ
の
活
力

と
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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陸上競技部
>第75回近畿高等学校陸上競技対校選手権大会 (6月 16日 )

種目 女子走幅跳 岸田 真弦

男子ソフトテニス部
>令和 4年度近畿高等学校ソフ トテニス選手権大会 (7月 20日 )

種目 団体戦 (坂根 崇文、 」ヽ林 元慎、 山崎 奏汰、 橋本  光、

長崎悠―郎、 高峰 璃音、 木本 晴琉、 石間 日彩)

水 泳 部

>第76回近畿高等学校選手権水泳競技大会 (7月 22日～24日 )

種目 男子 100mバタフライ、男子 200mバタフライ 山崎  渚

>第6回近畿高等学校新人水泳競技大会 (10月 8日～9日 )

種目 男子 50mバタフライ 永江 来聖

男子 100mバタフライ 山崎  渚

■令和 4年度 京都府高等学校総合体育大会

両丹高等学校定時制通信制総合体育大会
●開催日 :9月 17日 (土 )

●会 場 :宮津市民体育館
●結 果 :バ ドミン トン男子ダブルス「優勝」

大月 正樹・ 四方 悠登
バ ドミン トン女子ダブルス「 3位」

平  七海 。安田 愛美

卓球女子個人「3位」 奥村 柚依

■令和 4年度 近畿高等学校定時制通信制課程体育大会
バ ドミン トン競技の部両丹予選会
●開催日 :9月 3日 (土 )

●会 場 :京都府立東舞鶴高等学校浮島分校
●結 果 :男子シングルス「優勝」 大月 正樹

■令和 4年度 近畿高等学校定時制通信制課程体育大会
バ ドミン トン競技の部京都府予選会
●開催日 :9月 23日 (金・祝)

●会 場 :東舞鶴高校浮島分校
●結 果 :男子シングルス「優勝」 大月 正樹

■令和 4年度 近畿高等学校定時制通信制課程体育大会
バ ドミン トンの部 出場
●開催日 :11月 6日 (日 )

●会 場 :千島体育館 (大阪市)

■令和 4年度 近畿高等学校定時制通信制課程体育大会

陸上競技の部 京都府予選会
●開催日 :9月 18日 (日 )

●会 場 :京都府立丹波自然運動公園陸上競技場
●結 果 :男子100m「 3位」 及び

男子200m「 2位」 近久 仙一

■令和 4年度 近畿高等学校定時制通信制課程体育大会

陸上競技の部 出場
●開催日 :11月 6日 (日 )

●会 場 :金岡公園陸上競技場 (堺市)

■令和 4年度「いちご―会とちぎ大会」

全国スポーツ水泳競技の部
●開催日 :10月 29日 (土)～31日 (月 )

●会 場 :日 環アリーナ栃木屋内水泳場 (宇都宮市)

●結 果 :男子平泳ぎ25m「 4位」及び50m「 4位」

櫻井 悠登

■令和 4年度 第18回京都府高等学校定時制通信制

生徒生活体験発表大会
●開催日 :9月 8日 (木 )

●会 場 :京都府総合教育センター
●結 果 :優秀賞―席 (京都市教育長賞)杉山 陽菜

■令和 4年度 近畿地区高等学校通信制

生徒生活体験発表大会
●開催日 :10月 8日 (土 )

●会 場 :賢明学院高等学校 (堺市)

●結 果 :特別賞 杉山 陽菜、奨励賞 古川 結子
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
教

育
活
動
と
り
わ
け
進
路
指
導
に
対
し
て

御
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
ま
で
の

「西
高
」

の
伝
統
に
違
う
こ
と
な
く
、
多
く
の
生

徒
が
惜
し
み
な
い
努
力
を
続
け
、
進
路

実
現
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
で
は
学
校
紹
介
に
よ
る
民
間
企

業
に
４
名
が
内
定
し
ま
し
た
。
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
、
舞
鶴
市
を

含
む
京
都
府
北
部
地
域
の
多
く
の
事
業

所
か
ら
求
人
票
を
御
送
付

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
公

務
員
で
は
国
家
公
務
員

一

般
職
、
舞
鶴
市
役
所
、
航

空
自
衛
隊
、
京
都
府
公
立

学
校
事
務
職
員
、
京
都
府

警
察
、
京
都
市
消
防
職
員

な
ど
に
延
べ
９
名
が
内
定

し
ま
し
た
。
本
校
は
２
年

次
よ
り
社
会
保
険
労
務
士

な
ど
外
部
講
師
を
招
聘

し
、
公
務
員
試
験
対
策
講

座
、
社
会
人
電
話
応
対
講

座
、
労
働
法
規
に
係
る
学
習
会
な
ど
を

通
じ
て
、
職
業
観
や
勤
労
観
を
醸
成

し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
機

会
と
し
て
い
ま
す
。

進
学
で
は
国
公
立
大
学
に
延
べ
６．
名

が
合
格
し
ま
し
た
。
こ
の
国
公
立
大
学

の
合
格
者
の
う
ち
８４
％
の
生
徒
が
３
年

間
部
活
動
を
続
け
、
進
路
実
現
を
果
た

し
ま
し
た
。
基
本
的
生
活
習
慣
を
確
立

し
、
学
習
に
真
摯
に
取
り
組
む
傍
ら
、

体
み
時
間
や
通
学
時
間
を
上
手
に
活
用

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
大

学
、
東
北
大
学
な
ど
の
難
関
大
学
に
も

５
名
の
合
格
者
を
輩
出
し
ま
し
た
。
第

一
志
望
突
破
に
向
け
、
安
易
に
妥
協
し

な
い
こ
の
姿
勢
こ
そ
、
西
高
の
校
訓

「究
理

・
尚
志
」
そ
の
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
私
立
大
学
で
も
い
わ
ゆ

る
関
関
同
立
に
延
べ
４。
名
が
合
格
し
ま

し
た
。
ま
た
、
京
都
産
業
大
学
に
延
べ

・９
名
、
龍
谷
大
学
に
延
べ
２．
名
、
近
畿

大
学
に
延
べ
１７
名
が
合
格
す
る
な
ど
、

主
要
大
学
に
も
多
く
の
合
格
者
を
輩
出

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
度
は
東
京
理

科
大
学
、
明
治
大
学
と
い
っ
た
首
都
圏

の
大
学
の
合
格
者
も
輩
出
し
、
西
高
生

の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。

本
校
卒
業
後
、
多
く
の
生
徒
は
故
郷

を
離
れ
ま
す
が
、
将
来
は
帰
郷
し
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
、　
一
層
貢
献
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
に
は
崇
高
な
理
念
を
抱
き
、
社
会

の
変
化
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
校
訓
の

「敬
人
」
が
謳
う
よ
う

に
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
協
働

・
共
感

の
姿
勢
を

一
層
育
ん
で

ほ
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。会

員
の
皆
様
に
は
、

こ
の
よ
う
な
時
期
で
も

あ
り
ま
す
が
、
後
輩
た

ち
に
こ
れ
ま
で
と
同
様

の
御
支
援
を
賜
り
た
く

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
先

上
甜
』
』
臓

導
部
長
　
は

柏
野
大
樹
　
進

▽

進 学 (181名 ) 就 職 (10名 )

4大 短 大 専各他 舞鶴市 府 内 府 外 公務員

2 1 l 6
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裏デ瑾〒留零警ずな1雪爵
第 1条 本会は双鶴同窓会という。

第 2条 本会は本部を西舞鶴高等学校におく。

会員多数在住の地には支部を設けること

ができる。

第 3条 本会は会員の教養を高め、相互の親睦を

図ると共に母校の発展を援助することを

目的とする。

第 4条 本会は次の会員および客員を以て組織す

る。
1会 員 (イ )舞鶴高等女学校、舞鶴第一高等

女学校卒業生

(口 )舞鶴中学校、舞鶴第一中学校卒

業生

0ヽ )西舞鶴高等学校卒業生

(二 )以上の学校に在学したもので入

会を希望する者
2客 員 1項に該当する学校の旧職員および

現職員

第 5条 本会の目標達成のため委員会をおくこと

ができる。委員長には副会長の一人を充
てる。

第 6条 委員会および支部の会則は別に之を定

める。

第 7条 本会に次の役員をおく。

1会 長 会員の中より総会で選出する。
2副会長 理事の中より若千名を選出す

る。
3理事長・副理事長 理事の中より各 1

名会長が委嘱する。

4庶務理事・会計理事 学校より推薦さ

た若千名および評議員より若

干名を会長が委嘱する。

5理 事 評議員の中より適当数会長が

委嘱する。
6評議員 各学年において互選により適

当数を選出する。
7監 査 評議員の中から2名選出する。

第 8条 役員の任務は次の通りとする。
1会長は本会を代表し会務を総理する。
2.副会長は会長を補佐し、会長事故ある

ときはこれに代わる。

3理事長は会務全般を処理する。副理事

長は理事長を補佐し理事長事故あると

きはこれに代わる。
4庶務理事は庶務を処理し、会計理事は

会計を処理する。

5理事は理事会において総会附議事項を

審議する。
6評議員は総会で総会附議事項を審議す

る。
7監査は会計を監査する。

第 9条 役員の任期は2ケ 年とする。

第10条 本会に顧問若千名、参与若干名を置くこ

とができる。

顧間に西舞鶴高等学校長その他適当な学

校関係者を会長が委嘱する。

参与に元会長を会長が委嘱する。

第11条 本会の経費は会費およびその他収入をも

ってこれに充てる。

第12条 本会の入会に際して会費4,000円 を納める。

第13条 本会は第 3条の目的を達成するため次の

事業を行う。
1会員名簿および会報の発行

2会員の慶弔および慰問
3その他必要な事業

第14条 本会は毎年 1回総会を開く。総会は理事、

監査、評議員で構成する。

第15条 会員は転居等の変動を遅滞なく本部に報

告するものとする。

第16条 本会会則の変更は総会の決議による。

付則 ①改定 :第 14条末尾の「部会は毎年 1回
これを開く。Jを削除する。(平成21年 6月 13日 )

②改定 :第 5条、第6条、第7条、第8条、

第14条 、第15条 を改定する。(平成24年6月 9日 )

③改定 :第 7条4項 を改定する。

(平成28年6月 11日 )
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1陳曰
t支 部 長 固 野 耕 一 (昭48高 )

(事 務局長 澤 田 謙 二 鯛48高 )

∫

陣務層劃
謂 1釉 師 区馬絹″輔 肝 駆号

キ  瞥鱚議珊5閉
(  メリレアドレス 拒げ 0電∞L∝L“わ

(【京都支部I

(支 部長 齋 藤 敏 明 鯛36高 )

∫沃 長ゝ20%4210召
慇副

ヽ
/
ヽ
/
ヽ

1彗毘[拿
オ
瀞』璧鵬之

1甲隋 椰IP
∫【通信制課程役員】
とP[fttΥ :「 i雪

滋賀県大津市仰木の里3-15-6(原田)

TEL 090-7879-2441(携 帯)

メールアドレス harada.kkvp@gmall,com

護 仔9通 )本部・理事

会 長 内 藤 行 雄 (日召41高 )

副 会 長 南 部 正 治 (日召51高 )

志 摩 敏 樹 鯛56高 )

左織美紀恵 鯛56高 )

佐古田政彰 鯛58高 )

理 事 長 渡 辺  弘 (昭48高 )

副理事長 林  博 之 (昭 59高 )

庶務理事 米山隆一朗 (昭 51高 )

(ホームページ担当)

森  宏 昭 (昭 56高 )

中 西  毅 鯛49高 )

阪  昌 代 (昭 61高 )

土 師 千 穂 (昭 62高 )

木 南 成 明 (平 19高 )

河 合 美 咲 仔28高 )

会計理事 臼 井 俊 博 (平 19高 )

監 査 上 山 利 彦 鯛41高 )

齋 藤 友 幸 鯛43高 )

顧 問 田 邊 仁 司 校

奥 本 有 紀 全日制副校長 〈
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さ
て
、
今
年
は

一
月
二
日
と
二
日
と
連
続
で
卒
業
三
十
周

年
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
ス
タ
イ
ル
と
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、　
一
学
年
上
の
先
輩
が
延
期
を
さ
れ

て
い
た
経
緯
も
あ
り
ま
し
た
が
松
本
実
行
委
員
長
が

「
一
月

二
日
は
君
た
ち
の
代
で
い
い
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。　
一
月
二
日
は
参
加
し
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
同
級
生
を

集
め
た
り
、
そ
の
調
整
に
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
た
折
に
は
、
合
同
で
打
ち
合
わ
せ

も
行
い

「こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
開
催
し
よ
う
」
と
、
お

互
い
に
エ
ー
ル
を
送
り
あ
い
、
熱
い
同
窓
会
が
二
日
連
続
で

開
催
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

懐
か
し
い
先
生
方
と
の
再
会
、
そ
し
て
青
春
時
代
を
共
に

過
ご
し
た
友
達
と
の
再
会
は
、
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
本
当
に
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ
た
舞
鶴
と
い
う
素
晴
ら
し
い
環
境
、
そ
し
て

こ
の
仲
間
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
起
こ
り

う
る
困
難
を
乗
り
越
え
、
笑
顔
溢
れ
る
豊
か
な
人
生
を
楽
し

め
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
双
鶴
同
窓
会
会
報
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
同

窓
会
長
様
や
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
か
ら
投
稿
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
会
報
の
編
集
に
携
わ
れ
た
こ
と
で
、
双
鶴
同
窓
会
の
つ

な
が
り
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
委
員

（平
成
四
年
卒
業
）
久

下
幸
典

双鶴同窓会ホームページ


